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明治維新プリント 名前

問1 当時の主要な輸出製品であった生糸の生産を拡大するため、明治政府は群馬県に富岡製糸場を設立しました。この工場が果たした、近代化にお
ける役割として最も適切な説明を選びなさい。 （2016年 佐賀県公立入試 類似）

1. 西洋から最新の機械と技術を導入
し、そこで学んだ工女たちが各地で
指導者となって技術を全国へ普及さ
せた。

2. 原料である繭を海外から安く輸入
し、それを加工して安価な製品を作
ることで国内の需要を賄った。

3. 江戸時代から続く伝統的な手作業
による生産方法を維持し、職人の技
術を保護することで高級な生糸を生
産した。

4. 外国の資本を積極的に受け入れ、
経営のすべてを外国人に委ねること
で、国際基準の製品を安定して輸出
した。

問2 廃藩置県が行われた際、それまで地方を治めていた知藩事（旧藩主）に代わって、明治政府が地方を統治するために中央から新たに派遣した役
職の名称の組み合わせはどれですか。 （2024年 富山県公立入試 類似）

1. 代官・郡代 2. 府知事・県令 3. 藩王・知事 4. 守護・地頭

問3 1868年、明治新政府は新しい政治の基本方針を天皇が神に誓うという形式で発表しました。この方針の中で、「広く会議を興し、万機公論に決
すべし」として世論を尊重することや、「知識を世界に求め、大いに皇基を振起すべし」として開国和親の姿勢を示した文書を何といいますか
。 （2017年 滋賀県公立入試 類似）

1. 五箇条の御誓文 2. 王政復古の大号令 3. 版籍奉還 4. 政体書

問4 明治時代初期、政府は「文明開化」のスローガンのもと、人々の服装や髪型を西洋風に変え、都市部にレンガ造りの建物を建てるなど、社会の
仕組みを大きく変化させました。こうした中、1872年（明治5年）に実施された、それまでの太陰太陽暦を廃止し、西洋諸国と共通の基準を取
り入れた改革はどれですか。 （2025年 岡山県公立入試 類似）

1. 五街道の整備と宿場町の拡充 2. 藩校における伝統教育の強化 3. 太陽暦の採用 4. 飛脚による通信網の全国整備

問5 明治初期の地方統治に関する次の記述のうち、廃藩置県の説明として正しいものはどれですか。 （2024年 富山県公立入試 類似）

1. 土地の価格を基準に、地主に対し
て現金で税を納めさせる制度を確立
した。

2. 藩を廃止して府や県を設置し、全
国を政府が直接支配する仕組みを作
った。

3. 大名が土地と人民を天皇に返還し
、自らは知藩事として旧領地を治め
た。

4. 満20歳以上の男子に兵役の義務を
課し、近代的な軍隊を組織した。

問6 1869年に藩主が土地と人民を天皇に返上した版籍奉還から、1877年の西南戦争に至るまでの改革と社会情勢について述べた文として、正しい
ものはどれですか。 （2023年 千葉県公立入試 類似）

1. 1869年の版籍奉還によって藩は
即座に廃止され、全ての藩主はただ
ちに新政府から罷免されて、地方へ
中央政府から知事が派遣されるよう
になった。

2. 版籍奉還の後、国民に納税の義務
を課す地租改正が行われ、その直後
に廃藩置県が実施されたことで、武
士という身分は法的に消滅した。

3. 1873年に徴兵令が出され、国民
皆兵の原則が示されたが、武士の特
権を奪われた士族らの不満が高まり
、後に西郷隆盛を首領とする反乱へ
と発展した。

4. 西南戦争は、徴兵令によって軍隊
に入った農民たちが、重い税負担を
強いる新政府に対して全国各地で一
斉に武器を持って蜂起した出来事で
ある。

問7 1868年から始まった戊辰戦争において、旧幕府軍が最終的な拠点として立てこもり、最後の激戦地となった北海道函館市にある星形の城郭を何
といいますか。 （2024年 徳島県公立入試 類似）

1. 江戸城 2. 鶴ヶ城（若松城） 3. 大阪城 4. 五稜郭

問8 明治時代初期に、政府による近代化政策とともに、欧米の思想や技術、制度が積極的に導入されたことで、日本人の生活様式が急速に西洋化し
た社会的現象を何というか。 （2023年 大阪府公立入試 類似）

1. 自由民権運動 2. 文明開化 3. 殖産興業 4. 富国強兵

問9 明治政府が群馬県に富岡製糸場を設立した主な目的と、その役割についての説明として最も適切なものはどれですか。 （2020年 大分県公立入試 類似）

1. 日清戦争の賠償金をもとに、軍艦
や兵器の材料となる鉄鋼を自給自足
し、軍事力の強化を図るための模範
とするため。

2. 蒸気機関を用いた大規模な綿織物
工場を建設し、イギリスから輸入さ
れていた綿布を国内産に置き換えて
貿易赤字を解消するため。

3. 西洋の最新技術を導入して高品質
な生糸を生産し、輸出を拡大すると
ともに、全国から集まった工女に技
術を習得させて各地に広めるため。

4. 士族授産の一環として、廃藩置県
で職を失った武士たちに大規模な農
業経営のノウハウを教え、北海道の
開拓を促進するため。

問10 明治政府が、殖産興業の初期段階において、特に製糸や紡績といった軽工業の工場を優先して建設した理由として、最も適切な説明はどれです
か。 （2026年 群馬県公立入試 類似）

1. 農村の余った労働力をすべて都市
の工場に集め、農業を廃止しようと
したから

2. 外国との貿易を制限し、すべての
工業製品を国内だけで自給自足する
ため

3. 生糸などの製品を輸出することで
、近代化に必要な外貨を獲得しよう
としたから

4. 鉄道や軍艦を自ら製造するために
、鉄鋼の生産量を増やす必要があっ
たから

問11 明治政府が近代化を目指して構築した「全国を直接治めるしくみ」において、廃藩置県によって各県へ派遣された、政府の命令を遂行する官吏
の名称として正しいものはどれですか。 （2018年 広島県公立入試 類似）

1. 知藩事 2. 老中・若年寄 3. 府知事・県令 4. 守護・地頭

問12 明治時代、ロシアの脅威に備えた北方の警備と、北海道の土地の開拓を同時に行う目的で配置された兵士とその家族を何と呼びますか。 （2020年

熊本県公立入試 類似）

1. 徴兵 2. 屯田兵 3. 防人 4. 足軽

問13 明治時代の初期、政府の近代化政策に伴い、都市部を中心に欧米の文化や制度が積極的に取り入れられました。この時期に見られた、煉瓦造り
の建物やガス灯の設置、馬車の運行などに象徴される社会の変化を何と呼びますか。 （2023年 岩手県公立入試 類似）

1. 高度経済成長 2. 大正デモクラシー 3. 国風文化 4. 文明開化

問14 明治政府が推進した「殖産興業」の政策について、その内容と目的を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2017年 山口県公立入試 類似）

1. 欧米の進んだ技術や機械を導入す
るため、富岡製糸場などの官営工場
を設立し、近代的な産業の育成を図
った。

2. 地方の有力な商人に特権を与えて
独占的な営業を認め、幕府時代の株
仲間を再編することで流通の安定を
図った

3. 江戸時代から続く伝統的な手工業
を保護するため、海外製品に高い関
税をかけて輸入を制限し、国内市場
を守った。

4. 全国の農地に一律の税率を課すこ
とで政府の財政を安定させ、その資
金をすべて海外からの武器購入に充
てた。
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

西洋から最新の機械と技術を導入し、そこで
学んだ工女たちが各地で指導者となって技術
を全国へ普及させた。

富岡製糸場はフランスから導入した自動繰糸機を備えた大規模な工場で、全国から集まった工
女たちが最新の技術を習得しました。彼女たちが故郷に戻り、各地の製糸工場で指導的な立場
に立つことで、日本全体の製糸技術の底上げが図られました。これにより、生糸は日本の近代
化を支える最大の輸出花形商品となりました。

問2 答え 2
府知事・県令

廃藩置県によって藩が廃止されると、旧藩主であった知藩事は職を解かれ、東京への居住を命
じられました。その代わりに政府が直接任命した「府知事」や「県令」が各地方に派遣され、
政府の方針に基づいて地方行政を担う仕組みが整えられました。

問3 答え 1
五箇条の御誓文

明治新政府が発足してまもない時期に、国民や諸外国に対して新しい国づくりの方向性を示し
たものです。江戸時代の閉鎖的な政治を改め、話し合い（公論）によって物事を決定すること
や、積極的に海外の知識を取り入れて国力を高める（開国）方針が明文化されました。

問4 答え 3
太陽暦の採用

明治政府は、欧米諸国との外交や貿易を円滑に進め、日本が近代国家であることを示すために
、1872年にそれまでの太陰太陽暦（旧暦）を廃止しました。この改革により、1日24時間、1
週間7日といった西洋式の時間管理が国民の生活に浸透することとなりました。選択肢にある
飛脚や五街道の整備は、むしろ江戸時代から続く制度や交通網に関する内容であり、文明開化
による近代化の方向性とは異なります。

問5 答え 2
藩を廃止して府や県を設置し、全国を政府が
直接支配する仕組みを作った。

1869年の版籍奉還では旧藩主の統治権が形式的に天皇へ返されましたが、1871年の廃藩置県
ではさらに踏み込んで藩そのものを廃止しました。これにより、全国が「府」と「県」に再編
され、明治政府による統一的な統治が可能となりました。他の選択肢は、版籍奉還、地租改正
、徴兵令に関する記述です。

問6 答え 3
1873年に徴兵令が出され、国民皆兵の原則が
示されたが、武士の特権を奪われた士族らの
不満が高まり、後に西郷隆盛を首領とする反
乱へと発展した。

明治政府は、1869年の版籍奉還で土地と人民の統治権を天皇に返上させ、1871年の廃藩置県
で中央集権体制を確立しました。さらに1873年に徴兵令を公布して国民皆兵を目指しました
が、これは武士の独占的な特権であった軍事権を奪うものでした。生活基盤である秩禄（給与
）の廃止や苗字帯刀の特権の喪失により、不満を募らせた士族たちが各地で反乱を起こし、18
77年にはその最大かつ最後となった西南戦争が勃発しました。

問7 答え 4
五稜郭

戊辰戦争は1868年の鳥羽・伏見の戦いに始まり、東北での戦いを経て、1869年に北海道の函
館にある五稜郭で旧幕府軍が降伏するまで続きました。五稜郭は西洋の築城技術を取り入れた
星形の城郭で、幕末に北方警備の拠点として造られたものです。

問8 答え 2
文明開化

明治政府は不平等条約の改正を有利に進めるため、日本が欧米に劣らない近代国家であること
を示す必要がありました。その一環として、衣食住にわたる西洋化が進められ、暦（れき）の
改正や牛鍋の流行、洋服の着用などが一般に広がりました。

問9 答え 3
西洋の最新技術を導入して高品質な生糸を生
産し、輸出を拡大するとともに、全国から集
まった工女に技術を習得させて各地に広める
ため。

富岡製糸場は単に製品を作るだけでなく、全国から集まった女性工員（工女）に西洋式の機械
製糸技術を教える「模範工場」としての役割を担っていました。ここで技術を学んだ工女たち
は、地元に戻った後に指導者となり、日本各地の製糸業の近代化に大きく貢献しました。

問1
0

答え 3
生糸などの製品を輸出することで、近代化に
必要な外貨を獲得しようとしたから

明治初期の日本において、生糸は最大の輸出商品であり、貴重な外貨（外国のお金）を稼ぐ手
段でした。政府は質の高い生糸を大量に生産して輸出を増やすことで、得られた外貨を軍備の
増強や重工業の機械購入といったさらなる近代化の資金に充てようと考えました。そのため、
まずは製糸や紡績といった軽工業から近代化が進められました。

問1
1

答え 3
府知事・県令

廃藩置県によって藩が廃止されると、それまで地方を治めていた藩主（知藩事）は罷免され、
東京に居住することが命じられました。代わって中央政府から「府知事（三府）」や「県令（
県）」が派遣され、中央政府の意向を全国に反映させる中央集権的な統治体制が築かれました
。

問1
2

答え 2
屯田兵

明治政府は、南下政策を進めるロシアに対する防衛力を高める必要がありました。同時に、北
海道の広大な土地を開発するための労働力を求めていたため、警備と開拓の二つの役割を担わ
せるこの制度を設けました。当初は生活に困窮した士族が中心でしたが、後に平民も募られ、
北海道各地に村が作られました。

問1
3

答え 4
文明開化

明治初期、欧米の生活様式が取り入れられた現象を文明開化と呼びます。建築では煉瓦造りが
、照明ではガス灯やランプが普及し、食生活では牛肉を食べる習慣（牛鍋）が広まるなど、人
々の暮らしは急速に西洋化しました。選択肢にある「国風文化」は平安時代、「大正デモクラ
シー」は大正時代、「高度経済成長」は昭和時代の中期を指す言葉です。

問1
4

答え 1
欧米の進んだ技術や機械を導入するため、富
岡製糸場などの官営工場を設立し、近代的な
産業の育成を図った。

明治政府は、欧米列強に対抗できる経済力をつけるため、国が主導して近代産業を育てる「殖
産興業」を推進しました。その中心的な施策として、フランスの技術を取り入れた富岡製糸場
などの官営模範工場を設立し、民間へ近代的な生産技術を広める役割を担わせました。


